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協定を結び新病院整備が協定を結び新病院整備が
　本格的にスタートしました　本格的にスタートしました

　

現
在
、
渋
川
保
健
医
療
圏(

渋
川

市
、
榛
東
村
、
吉
岡
町)

で
は
、
圏
域

内
に
拠
点
と
な
る
病
院
が
な
く
、
前

橋
保
健
医
療
圏
に
強
く
依
存
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

渋
川
総
合
病
院
は
、
平
成
15
年
３

月
に
国
立
渋
川
病
院
か
ら
移
譲
さ
れ
、

６
市
町
村
の
組
合
立
病
院
と
し
て
開

院
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
18
年

の
６
市
町
村
の
合
併
に
伴
い
、
現
渋

川
市
の
市
立
病
院
と
な
り
、
地
域
医

療
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
国
の
医
療
制
度
改
革

の
影
響
を
強
く
受
け
て
、
医
師
不
足

の
状
態
に
あ
り
、
経
営
安
定
化
に
課

両
病
院
が
統
合
す
る
理
由
は
？

　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

西
群
馬
病
院
と
渋
川
総
合
病
院
と

の
再
編
統
合
に
よ
り
、
新
た
な
病

院
が
誕
生
し
ま
す
。

　

開
院
は
、
平
成
27
年
４
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ー
問
い
合
わ
せ
先
ー

病
院
再
編
統
合
準
備
室

☎
㉒
２
２
４
１

↖
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西群馬病院と渋川総合病院の統合整備

　市では、西群馬病院と渋川総合病院
との再編統合による新病院整備に関し
て、病院機能や診療に対する皆さんか
らの意見を募集します。
　いただいた意見は、新病院整備の参
考としていきます。
応募方法　意見を記入した用紙(様式は
問いません)に、氏名(団体名)、住所、
電話番号を明記し、郵送、ファックス
またはＥメールで病院再編統合準備室
（〒377-8501・石原80・ ㉔6541・
pr-hs@city.shibukawa.gunma.jp)へ

応募期限　３月31日(土)
結果報告　応募された意見は、意見の
概要とそれに対する市の考え方を集約
して、「広報しぶかわ」と「市ホームペ
ージ」に掲載します。なお、意見以外
の個人情報などは公表しません。また、
意見に対する個別の回答はしません。
　詳しくは、病院再編統合準備室へ。

新病院整備に関して
皆さんのご意見を
聴かせてください

　

新
病
院
は
、
西
群
馬
病
院
の
診
療

機
能
に
、
渋
川
総
合
病
院
の
も
つ
救

急
や
感
染
症
医
療
な
ど
の
診
療
機
能

を
加
え
、
地
域
住
民
に
身
近
な
病
院

を
目
指
し
ま
す
。
新
病
院
の
経
営
主

体
は
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

と
し
、
渋
川
総
合
病
院
は
廃
止
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
渋
川
総
合
病
院
を

廃
止
す
る
代
わ
り
に
、
新
病
院
の
建
物

の
一
部
を
区
分
所
有
し
、
そ
の
場
所
に

公
の
施
設
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
公
の

施
設
を
新
病
院
が
一
体
的
に
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
医
療
と
市
民
福

祉
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

新
病
院
建
設
予
定
地　

渋
川
市
白
井

　

県
が
策
定
し
た
「
平
成
22
年
度
群

馬
県
地
域
医
療
再
生
計
画
」
に
お
い

て
、
新
病
院
は
北
毛
地
域
の
中
核
的

病
院
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
整
備

事
業
に
対
し
て
28
億
６
、
１
０
０
万

円
の
県
交
付
金
が
内
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
総
事
業
費
の
一
定
割

合
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
負

担
分
を
本
市
が
区
分
所
有
す
る
公
の

施
設
の
建
設
な
ど
に
充
て
ま
す
。

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
西
群
馬
病
院
は
、
が
ん
専
門
病

院
と
し
て
安
定
し
た
経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
施
設
の
老
朽
化
や
患
者

の
利
便
性
の
向
上
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、
施
設
を
移
転
し
、
新
た
に
整

備
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
地
域
医

療
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
市

は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

本
部
お
よ
び
西
群
馬
病
院
と
病
院
統

合
に
向
け
た
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
西
群
馬
病
院
の
移

転
整
備
計
画
に
合
わ
せ
て
、
西
群
馬

病
院
と
渋
川
総
合
病
院
を
再
編
統
合

し
、
新
た
な
拠
点
病
院
を
整
備
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
内(

約
４
万
３
、
０
０
０
平
方
㍍
）

総
事
業
費　

約
１
３
０
億
円
（
地
域

医
療
再
生
計
画
に
お
け
る
総
事
業
費
）

病
床
数　

４
５
０
床

事
業
予
定
期
間　

平
成
23
〜
26
年
度

新
病
院
の
概
要

財
源
と
市
の
負
担
に
つ
い
て

渋川
工業用水

鯉
沢
バ
イ
パ
ス

新病院建設予定地

至
沼
田

白井上宿

道の駅
こもち

子持
総合支所

白井

白井下宿
利
根
川

吾
妻
川

吾妻新橋南

R353

R17

R17

●

新病院建設予定地位置図

　

２
月
21
日
㈫
市
民
会
館
に
お

い
て
、
国
立
病
院
機
構
と
市
は

「
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
と
渋
川
市
に
よ
る
新
病
院
の

整
備
及
び
運
営
に
係
る
基
本
協

定
調
印
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

写
真
：
基
本
協
定
書
に
調
印
し

た
４
人(
左
か
ら
西
群
馬
病
院 

斎
藤
院
長
、
国
立
病
院
機
構 

矢
崎
理
事
長
、
阿
久
津
市
長
、

渋
川
総
合
病
院 

横
江
院
長)

↖
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  小野上公民館で昨年６月から
行っていた改修工事が完了し、
２月１日からプレオープンとし
て一部分(図書室、学習室、講義
室)の貸館業務を再開しました。
３月10日(土)には開館記念式典
を行い、全館利用できるように
なります。今回は、館内(右図参
照)の一部分を紹介します。新し
くなった公民館で新たな仲間や
趣味を見つけてみませんか。

会議や講演会などで利用できる
広い部屋。大きな窓から日差し
がたっぷりと差しこみます。

電気炉２台と作業台２台を設置。
木工やガラス工芸などに利用で
き、趣味の幅が広がります。

グランドピアノやドラムセット
を備えた舞台があり、演奏会や
発表会などに利用できます。

３月10日(土) 小野上公民館が全館オープン３月10日(土) 小野上公民館が全館オープン

和室

倉庫

廊下

男WC 女WC
給湯室

多目的
WC

調理室

創作室

ホール 講義室

事務室

エレベーター

児童室
兼
図書室

待合コーナー

学習室

一般開放は午前10時～／
正午まではお茶会などの
オープンイベントを開催

小野上公民館☎597027小野上公民館☎597027

講
義
室

講
義
室

図
書
室

図
書
室

創
作
室

創
作
室

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

プレオープンで図書室を利用した子
どもたち(左から飯塚優

ゆ

月
づ き

さん、佐藤
蒼
そ う

真
ま

さん、佐藤駿
は や

斗
と

さん)

約１万冊の書籍が並
ぶほか、学習用の大
きな机などを設置。
また、市立図書館・
北橘図書館・子持公
民館図書室とネット
ワークで結び、小野
上公民館図書室に置
いていない書籍の貸
し出しもできるよう
になりました。

　

新
し
く
な
っ
た
図
書
室
に
初

め
て
来
ま
し
た
。
前
よ
り
ピ
カ

ピ
カ
で
本
が
た
く
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
こ
こ
で
た
く
さ
ん
の
本

を
読
み
た
い
で
す
。

プレオープンでにぎわう図書室プレオープンでにぎわう図書室
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　市では、市民から直接地域の声を聴
くため、市長が各地に出向いて対話集
会や女性懇談会を開催しています。
　１月24日には、小野上保健センター
で小野上地区の市女性防火クラブなど
の14人に参加していただいて、対話集
会を開催しました。対話集会で出され
た意見への、市長の回答や市の対応状
況などの一部を紹介します。

広聴事業で寄せられた「市民の声」 本広報情報課
☎㉒2320

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
各
地
区
に
組
織

化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
何

を
す
る
組
織
な
の
で
し
ょ
う
か
。

回
答　
「
家
庭
か
ら
火
事
を
出
さ
な

い
」
を
合
言
葉
に
ク
ラ
ブ
員
自
ら
学

び
な
が
ら
防
火
活
動
を
実
践
し
て
い

ま
す
。 

(

本
行
政
課)

対
話
集
会
で
の
意
見
の
報
告

対
話
集
会
で
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を

報
告
し
て
ほ
し
い
で
す
。

回
答　

今
後
、「
広
報
し
ぶ
か
わ
」
で

主
な
内
容
を
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

 
(

本
広
報
情
報
課)

最
終
処
分
場
の
放
射
線

小
野
上
地
区
に
は
最
終
処
分
場
が
あ

り
ま
す
。
放
射
線
は
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
。

回
答　

焼
却
灰
は
関
東
ロ
ー
ム
層
の

粘
土
質
の
土
で
覆
っ
て
い
ま
す
。
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、
粘
土
質
の
土
に

吸
着
さ
れ
る
性
質
が
あ
る
た
め
、
侵

出
水
や
地
下
水
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん

ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
処
分

場
は
、
全
体
に
シ
ー
ト
を
敷
い
て
い

る
の
で
、
地
下
水
へ
の
影
響
も
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
放
射

線
量
の
測
定
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

 
(

渋
川
広
域
組
合
事
業
課)

小
野
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
定
員

小
野
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
定
員
い

っ
ぱ
い
で
待
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

回
答　

待
機
者
解
消
に
向
け
て
指
定

管
理
者
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議

し
ま
す
。
併
せ
て
、
隣
接
施
設
の
活

用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 
(

本
高
齢
福
祉
課)

か
に
石
幼
稚
園
の
運
営

か
に
石
幼
稚
園
の
園
児
数
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
園
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

回
答　

国
で
も
幼
保
一
体
の
話
が
出

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
か

に
石
幼
稚
園
の
位
置
付
け
を
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
判
断
し
て
も
ら
う
こ
と

も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
国

の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
進
め
て

い
き
ま
す
。 

(

本
こ
ど
も
課)

生
徒
数
減
少
に
よ
る
中
学
校
の
統
合

中
学
校
の
生
徒
数
が
少
な
く
な
っ

て
、
部
活
動
を
選
ぶ
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
の
統
合
は

考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

回
答　

来
年
度
「
渋
川
市
小
中
学
校

適
正
配
置
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま

す
。
そ
の
方
針
に
基
づ
き
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
(

二
教
育
総
務
課)

小
野
上
地
区
の
宅
地
分
譲

小
野
上
地
区
に
は
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
が
２

駅
あ
り
ま
す
。
駅
か
ら
近
い
と
こ
ろ

に
分
譲
地
な
ど
を
造
っ
て
人
口
増
を

図
れ
ま
せ
ん
か
。

回
答　

今
後
、
橋
り
ょ
う
整
備
な
ど

の
北
部
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
際
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 
(

二
都
市
計
画
課)

国
道
３
５
３
号
の
交
通
対
策

国
道
３
５
３
号
は
交
通
量
が
多
く
て

危
険
で
す
。
道
の
駅
の
前
に
信
号
が

ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

回
答　

現
在
、
自
治
会
か
ら
は
要
望

が
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
確
認
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
要
望
書
が
出
た
時
点

で
警
察
に
信
号
設
置
の
要
望
を
し
ま

す
。 

(

本
市
民
生
活
課)

街
灯
の
設
置

道
が
暗
い
の
で
街
灯
を
つ
け
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

回
答　

街
灯
は
、
自
治
会
か
ら
要
望

を
い
た
だ
い
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

現
場
の
状
況
を
確
認
し
、
危
険
な
箇

所
に
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

 
(

本
行
政
課)
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市政ニュースⅠ

任期は４月１日～平成26年３月31日
　

地
域
審
議
会
は
、
合
併
に
よ
っ

て
住
民
の
意
見
が
市
政
に
反
映
さ

れ
に
く
く
な
る
と
の
懸
念
か
ら
、

「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
旧
市
町
村

ご
と
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。
こ

の
た
び
、
各
地
区
地
域
審
議
会
の

委
員
改
選
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
か
ら
広
く
意
見
を
求
め
る

た
め
に
地
域
審
議
会
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

〈
地
域
審
議
会
の
役
割
〉

　

市
政
に
関
す
る
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
の
審
議
と
、
そ
の
地
域
に

関
し
て
必
要
と
認
め
る
事
項
な
ど

に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
、
市
長

に
意
見
を
述
べ
ま
す
。

〈
募
集
要
項
〉

募
集
人
数　

各
地
区
の
地
域
審
議

会
ご
と
に
１
人

任
期　

４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３

月
31
日

報
酬　
「
渋
川
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定

に
基
づ
き
支
給
し
ま
す(

日
額
６
、

応
募
先
に
提
出

※
申
込
書
は
、
各
応
募
先
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp://w

w
w
.city.sh

ibu
kaw
a.

gunm
a.jp/)

か
ら
印
刷
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

応
募
期
限　

３
月
30
日
㈮(

必
着)

決
定
方
法　

選
考
に
よ
り
決
定

※
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に

文
書
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先 

右
表
の

と
お
り

　

詳
し
く
は
、
本
企
画
課(

☎
㉒
２

４
０
１)

へ
。

各
地
域
の
意
見
を

各
地
域
の
意
見
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

第４期地域審議会委員を募集第４期地域審議会委員を募集

１
０
０
円)

応
募
資
格　

今
年
４
月
１
日
現
在

で
、
次
の
項
目
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

①
各
地
区
地
域
審
議
会
の
所
管
区

域
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳
以
上

の
人

②
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

員
ま
た
は
常
勤
職
員
で
は
な
い
人

③
本
市
の
他
の
附
属
機
関
な
ど
の

委
員
に
な
っ
て
い
な
い
人

④
第
１
期
か
ら
第
３
期
の
地
域
審

議
会
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
人

⑤
各
地
区
地
域
審
議
会
の
所
管
区

域
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ

る
人

⑥
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
参
加
で
き
る
人(
各
地
区
で
必

要
に
応
じ
て
年
３
回
以
上
開
催)

応
募
方
法　
「
地
域
審
議
会
公
募

委
員
応
募
申
込
書
」
に
必
要
事
項

と
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
や
応
募

動
機(

４
０
０
字
以
内)

を
記
入
の
上
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

(tiiki-bos@
city.sh

ibu
kaw
a.g

unm
a.jp)

ま
た
は
直
接
持
参
で
各

　渋川四ツ角の北西にある、渋
川ネイブルスクエア内で現在、
生鮮食品などの販売を行ってい
る「まちなかセンター市場」が、
３月31日(土)をもって閉店する
ことになりました。
　市では、４月以降に、この建

物を利用して、生鮮品などを販
売する事業者を募集します。
出店者募集要項　ニ商工振興課
にあるほか、市ホームページで
も見ることができます。
問い合わせ先　商工振興課(☎㉒
2596)まちなかセンター市場の外観

地域審議会委員の応募・問い合わせ先一覧表

渋川ネイブルスクエアに出店しませんか？

担当部署 郵便番号 所在地 電話
（ファックス）

本企画課 377-8501 石原80 22-2401
(24-6541)

伊香保総合支所
総務課 377-0192 伊香保町

伊香保116-1
72-3155
(72-5544)

小野上総合支所
総務課 377-0392 村上3756-3 59-7020

(59-2339)
子持総合支所
総務課 377-0292 吹屋384 22-7711

(24-6189)
赤城総合支所
総務課 379-1192 赤城町

敷島568-1
56-9211
(56-2218)

北橘総合支所
総務課 377-8502 北橘町真壁2372-1

52-2111
(52-4008)
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高
齢
者
福
祉
推
進
委
員
を
募
集

高
齢
者
福
祉
推
進
委
員
を
募
集

よ
り
充
実
し
た

高
齢
者
福
祉
を
目
指
す
た
め
に

応募資格は行政改革など
市政に関心のある20歳以上の人

　市では、現在、第２次行政改革大綱に基づい
て行財政改革を推進しています。この取り組み
などに対する皆さんの意見をいただくため、行
政改革推進委員会の委員を募集します。
　行政改革推進委員会は、行政改革を進めるた
めの指針となる大綱の策定に係る事項や、行政
改革の進行管理を中心に審議する機関です。公
募による市民委員のほかに、各種団体の代表者
や学識経験者で構成されます。会議は、１年に
２～３回の開催を予定しています。
応募資格　市内在住で、行政改革など市政に関
心のある20歳以上の人(市議会議員、市職員およ
びほかの審議会などの委員、ならびに行政改革
推進委員経験者を除く)
募集人員　２人(応募多数の場合は選考）

任期　平成24年度～25年度のおおむね２年間
応募方法　所定の申込書に必要事項を明記し、
応募の動機(行政改革推進の考え方など)を400字
以内にまとめたものを添え、郵送または持参で
本企画課(〒377-8501・石原80)へ
※申込書は、企画課にあるほか、市ホームペー
ジから印刷することができます。
※「応募の動機」を記入する用紙は問いません。
手書き、ワープロ書きどちらでも構いません。
応募期限　３月30日(金)(必着）
問い合わせ先　企画課(☎㉒2401)

行政改革推進委員を募集行政改革推進委員を募集

　

高
齢
者
福
祉
推
進
委
員
会
は
、

本
市
の
高
齢
者
福
祉
施
策
の
指
針

と
な
る
、
高
齢
者
福
祉
計
画
の
進

ち
ょ
く
状
況
に
対
す
る
評
価
や
課

題
の
検
討
な
ど
を
行
う
機
関
で
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
公
募
に
よ
る

市
民
委
員
の
ほ
か
、
各
種
団
体
の

代
表
者
や
学
識
経
験
者
な
ど
20
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
年
４
回
程

度
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
、
高
齢
者
福
祉
推
進
委
員

会
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

委
員
の
役
割　

よ
り
良
い
高
齢
者

福
祉
を
目
指
す
た
め
、
高
齢
者
福

祉
施
策
の
推
進
、
介
護
保
険
の
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指

定
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

ま
す

任
期　

４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３

月
31
日(

３
年
間)

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
人
で
、
高
齢
者
福
祉
に
関
心

の
あ
る
人

募
集
人
数　

４
人

選
考
方
法　

書
類
選
考

応
募
方
法　

応
募
用
紙(

高
齢
福

祉
課
に
あ
り
ま
す)

に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
本

高
齢
福
祉
課(

〒
３
７
７
ー
８
５

０
１
・
石
原
80)

へ

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

募
集
期
限　

３
月
21
日
㈬(

消
印

有
効)

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
福
祉
課

(

☎
㉒
２
１
１
６)
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市政ニュースⅡ

　

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

市
有
地
の
売
り
払
い
を
行
い
ま
す
。

入
札
日　

３
月
22
日
㈭
午
前
10
時

入
札
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
西
棟
入

札
室

売
却
物
件
の
表
示
な
ど　

▽
所
在
地

＝
渋
川
字
並
木
７
２
０
番
地
１(

左
図

参
照)　

▽
区
分
＝
土
地　

▽
地
目
＝

宅
地　

▽
面
積
＝
３
８
８
・
39
平
方
㍍

▽
用
途
地
域
＝
第
一
種
住
居
地
域　

▽
建
ぺ
い
率
＝
60
㌫　

▽
容
積
率
＝

２
０
０
㌫

入
札
参
加
資
格　

個
人
、
法
人
を
問

わ
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
そ
の
他
法
令
な
ど
に
よ
り
参
加
で

入
札
参
加
申
込
期
間　

３
月
12
日
㈪

〜
16
日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分(

正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く)

※
事
前
に
「
入
札
の
案
内
」(

財
政
課

に
あ
り
ま
す)

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://

w
w
w
.city.shibukaw

a.gunm
a.jp/)

か
ら
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
現
地
説
明
会
〉

　

現
地
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

と
き　

３
月
15
日
㈭
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　

入
札
物
件
所
在
地

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
財
政
課

(

☎
㉒
２
４
１
４)

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

入
札
予
定
価
格　

１
、
５
０
０
万
円

(

最
低
売
却
価
格)

入
札
保
証
金　

入
札(

見
積)

金
額
の

１
０
０
分
の
５
以
上
の
現
金
ま
た
は

小
切
手
を
納
入

落
札
者
の
決
定　

有
効
札
の
う
ち
、

予
定
価
格
以
上
で
最
高
価
格
を
入
札

し
た
参
加
者

契
約
日　

落
札
の
日
か
ら
５
日
以
内

契
約
保
証
金(

落
札
者
の
み)　

契
約

金
額
の
10
分
の
１
以
上
の
現
金
を
納

入売
買
代
金
納
入
期
限　

契
約
の
日
か

ら
30
日
以
内
に
全
額
納
入

現
地
説
明
会
は
３
月
15
日
／
入
札
は
３
月
22
日
午
前
10
時

渋
川
地
区
の
宅
地
１
物
件
で
面
積
は
約
１
１
７
坪

市有地を一般競争入札で売却します市有地を一般競争入札で売却します

売却物件/388.39㎡

４月から「森林の所有者届出制度」が始まります
　昨年４月に行われた森林法の改正
により、今年の４月以降、森林の土
地所有者となった人は、その土地が
所在する市町村役場への事後の届出
が義務付けられました。
対象となる土地　登記上の地目や面
積にかかわらず、都道府県の地域森
林計画の対象となっている森林

※現況が森林となっている土地は、
対象となる可能性がありますので、
注意してください。
対象者　個人・法人を問わず、売買
や相続などにより、森林の土地を新
たに取得した人
　詳しくは、ニ農林課(☎㉒2593)ま
たは渋川森林事務所(☎㉒2763)へ。

売却物件案内図

並木町

並木町駐車場

眞光寺

まちなか
センター
市場

旧渋川公民館

四ツ角渋川松井田線

※該当地は渋川市シルバー人材センター事務所の跡地です。

N
渋川北小学校

該当地
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市
で
は
、
市
民
の
身
近
な
生
活

環
境
に
お
け
る
放
射
線
量
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
、
空
間
放
射
線
量

測
定
器
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

貸
出
時
間　

▽
午
前
の
部
＝
９
時

〜
正
午　

▽
午
後
の
部
＝
１
時
30

分
〜
４
時
30
分(
閉
庁
日
を
除
く)

対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は
固

定
資
産
を
所
有
す
る
個
人
・
法
人

貸
出
場
所
・
配
置
台
数　

▽
本
庁

舎
＝
環
境
課
・
５
台　

▽
各
総
合
支        

所
＝
い
ず
れ
も
市
民
福
祉
課
・
１
台        

申
込
方
法　

借
受
を
希
望
す
る
貸

出
場
所
に
、
電
話
か
窓
口
で
事
前

予
約
し
た
後
に
、
借
受
窓
口
で

「
放
射
線
量
測
定
器
貸
出
申
請

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出 

予
約
電
話
番
号　

環
境
課(

☎
㉒
２

１
１
４)

、
伊
香
保
総
合
支
所(

☎
72

３
１
５
５)

、
小
野
上
総
合
支
所

(

☎
59
２
１
１
１)

、
子
持
総
合
支

所(

☎
㉔
１
２
１
１)

、
赤
城
総
合

支
所(

☎
56
２
２
１
１)

、
北
橘
総

合
支
所(

☎
52
２
１
１
１)

持
参
す
る
も
の　

身
分
を
証
明
で

き
る
も
の(

保
険
証
な
ど)

、
印
鑑

予
約
開
始
日　

３
月
12
日
㈪
午
前
８

時
30
分

返
却
と
測
定
結
果
の
報
告　

測
定
後

は
速
や
か
に
借
り
受
け
た
窓
口
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
「
放

射
線
量
測
定
器
返
却
届
兼
測
定
結
果

報
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他　

貸
し
出
す
測
定
器
で
は
、

土
壌
や
水
、
食
品
な
ど
は
測
定
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
簡
易
の
測
定

器
の
た
め
、
測
定
結
果
は
参
考
値

と
し
て
扱
っ
て
く
だ
さ
い

貸
出
は
半
日
単
位
で
す
／
希
望
す
る
人
は
事
前
予
約
を

身
近
な
場
所
で
の
放
射
線
量
を
測
定
で
き
ま
す

空間放射線量測定器を貸し出します空間放射線量測定器を貸し出します

　平成24年度から26年度までの３年間、本市の高
齢者福祉と介護保険の指針となる「渋川市高齢者
福祉計画(案)」に対する意見募集を、昨年12月５
日から26日まで行いました。この期間中３件の意
見が提出されました。
■意見の内訳(件数・人数)
▷総論第１章「計画の概要」、第２章「渋川市の高

齢者を取り巻く現状」、第４章「計画の基本的な
考え方」について＝１件　▷各論第６章「健やか
に安心して生活できるまち」について＝２件   
※意見などの主な内容については、本高齢福祉課
で閲覧できます。また、市ホームページで見るこ
とができます。
　詳しくは、高齢福祉課(☎㉒2116)へ。

高齢者福祉計画(案)に対する意見募集結果のお知らせ

　競争入札参加資格の認
定を受けていない事業者
で、市が発注する小規模
な工事、修繕、業務委託、
物品の購入などの受注機
会を希望する事業者を対
象に、平成24・25年度の
小規模工事等希望者登録
申請を受け付けます。
申請期間　３月５日(月)
～16日(金)午前８時30分
～午後５時15分(土・日曜
日を除く)
申請場所　本契約検査課
申請方法　所定の申請書
に記入の上、必要書類を
添付して契約検査課へ
※「申請書」と「申請書
記入のための手引き」は、
契約検査課および各総合
支所総務課で配布します。
また、市ホームページから
印刷することができま
す。
　詳しくは、契約検査課
(☎㉒2369)へ。

平成24・25年度の

登録を受け付けます

小規模工事等の小規模工事等の
受注希望者登録受注希望者登録

　

文
部
科
学
省
の
事
業
に
よ
り
、

空
間
放
射
線
量
測
定
器(

モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト)

が
子
持
ふ
れ
あ

い
公
園
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
、

放
射
線
量
の
測
定
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
測
定
器
は
、
本
県
内
に

新
た
に
24
基
設
置
さ
れ
、
測
定

デ
ー
タ
は
文
部
科
学
省
で
一
括

管
理
し
、
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

設
置
さ
れ
ま
し
た

電源は太陽電池で供給されます電源は太陽電池で供給されます
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騒
音
の
調
査
結
果

　

一
般
的
に
騒
音
と
は
、「
不
快
な

音
」「
不
必
要
な
音
」の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　

一
般
環
境
や
道
路
騒
音
に
つ
い

て
は
、望
ま
し
い
と
さ
れ
る
環
境

基
準
が
あ
る
ほ
か
、工
場
・
事
業

場
騒
音
、建
設
作
業
騒
音
、自
動
車

騒
音
に
つ
い
て
は
、騒
音
規
制
法

に
よ
り
規
制
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
系
統
別
騒
音
の

調
査
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
環
境
騒
音

　

環
境
騒
音
の
調
査
の
結
果
、交

通
量
の
多
い
道
路
に
面
し
て
い
る

地
域
で
は
、お
お
む
ね
基
準（
昼
間

＝
70
デ
シ
ベ
ル
以
下
、夜
間
＝
65

デ
シ
ベ
ル
以
下
）を
満
た
し
て
い

ま
し
た
。そ
れ
以
外
の
一
般
地
域

の
う
ち
、道
路
に
比
較
的
近
い
地

域
で
は
、夜
間
の
基
準
値（
午
後
10

時
〜
午
前
６
時
・
45
デ
シ
ベ
ル
以

下
）を
超
え
て
い
ま
し
た
。

②
自
動
車
騒
音

　

自
動
車
騒
音
の
調
査
結
果
は
、

高
速
自
動
車
道
周
辺
で
は
、環
境

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。国

道
17
号
沿
線
で
は
、昼
夜
と
も
に

環
境
基
準
を
超
え
て
い
ま
し
た

が
、県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
規

制
措
置
な
ど
を
要
請
で
き
る
騒
音

の
限
度（
昼
間
＝
75
デ
シ
ベ
ル
以

下
、夜
間
＝
70
デ
シ
ベ
ル
以
下
）は

下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

③
新
幹
線
鉄
道
騒
音

　

新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
つ
い
て

は
、軌
道
か
ら
の
距
離
が
12
・
５

㍍
、25
㍍
、50
㍍
の
３
地
点
で
測
定

し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、12
・
５
㍍

と
25
㍍
の
地
点
で
基
準
値（
70
デ

シ
ベ
ル
以
下
）を
超
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、こ
の
測
定
結
果
を
県

に
報
告
し
、県
で
は
、Ｊ
Ｒ
東
日
本

な
ど
に
環
境
基
準
を
達
成
す
る
よ

う
要
望
し
て
い
ま
す
。

④
特
定
工
場
等
騒
音

　

騒
音
規
制
法
に
よ
り
、騒
音
の

発
生
源
と
さ
れ
て
い
る
特
定
施
設

（
空
気
圧
縮
機
な
ど
）を
有
す
る
事

業
場
の
騒
音
は
、騒
音
の
発
生
源

が
屋
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業

場
で
は
、法
の
規
制
基
準
値
以
下

で
し
た
。し
か
し
、発
生
源
が
屋
外

に
設
置
さ
れ
て
い
た
り
、開
放
的

に
な
っ
て
い
る
事
業
場
の
多
く
で

は
、基
準
値
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、規
制
基
準
を
超
え
て

い
る
事
業
場
の
周
辺
の
人
た
ち
か

ら
苦
情
が
出
た
場
合
に
、改
善
を

指
導
す
る
な
ど
の
対
応
に
努
め
て

い
ま
す
。

振
動
の
調
査
結
果

　

公
害
と
し
て
の
振
動
は
、人
為

的
に
発
生
す
る
「
不
快
な
振
動
」

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

振
動
に
つ
い
て
は
、環
境
基
準

は
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、調

査
対
象
ご
と
に
規
制
基
準
や
指
針

な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、道
路
交
通
振

動
調
査
を
３
地
点
、新
幹
線
鉄
道

振
動
調
査
を
３
地
点
、特
定
工
場

な
ど
で
発
生
す
る
振
動
の
調
査
を

16
事
業
場
の
42
地
点
で
行
い
ま
し

た
。結
果
は
、全
て
基
準
ま
た
は
指

針
の
範
囲
内
で
し
た
。

 

（
本
環
境
課
）

　本市には、県内でも有
数の工場、事業場が集積
しています。また、関越
自動車道、国道17号が縦
断し、交通の利便性が高
い地域でもあります。一
方で、そうしたものは近
隣地域に騒音・振動公害
をもたらすことがありま
す。そのため、市では、
良好な生活環境の保全を
目的に、騒音・振動の調
査を行っています。

自動車や工場など
による騒音と振動

平
成
22
年
度
環
境
分
析
室
の
調
査
結
果
報
告
③

国道17号での騒音調査国道17号での騒音調査



隔月連載

毎月連載
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人
権
を
大
切
に
す
る
女
性
に

　

近
年
、
女
性
の
立
場
は
、
昔

と
比
べ
る
と
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
社
会
進
出
や
子

育
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

男
女
平
等
の
社
会
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

特
に
子
育
て
で
は
、
職
場
の

支
援
が
広
が
り
、
育
児
休
暇
を

取
っ
て
、
母
親
の
代
わ
り
に
子

育
て
を
す
る
父
親
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
積
極
的
に
育
児

に
取
り
組
む
男
性
の
こ
と
を
指

す
「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言
葉

も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
男
性
と
女
性
が
平
等

の
社
会
に
な
っ
て
も
、
忘
れ
て

は
い
け
な
い
の
は
、
女
性
が
本

来
も
つ
『
女
性
ら
し
さ
』
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
デ
パ
ー
ト
の
「
ベ
ビ

ー
カ
ー
優
先
」
と
書
い
て
あ
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
、
ベ
ビ
ー
カ

ー
を
押
す
人
を
無
視
し
て
、
わ

れ
先
に
と
乗
り
込
む
女
性
の
姿

を
目
に
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ

の
光
景
を
見
て
、同
性
と
し
て
、

と
て
も
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

　

人
を
思
い
や
り
、
他
人
に
優

し
く
す
る
こ
と
が
、「
人
権
を
大

切
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
男
女
平
等
社
会
」
に
向
か

っ
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

女
性
に
は
、
他
人
の
人
権
を
大

切
に
し
つ
つ
、
本
来
女
性
が
も

つ
『
女
性
ら
し
さ
』
を
備
え
た

人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。

（
寄
稿
：
市
人
権
教
育
推
進
協

議
会
委
員
・
二
生
涯
学
習
課
）

育
て
よ
う
！
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

育
て
よ
う
！
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
Vol.5

輝輝 くく 明明 日日 にに 向向 けけ てて 男女共同参画 24

れています。
　このような地域社会の変化に対応し、私た
ちがより暮らしやすい地域をつくっていくた
めには、考え直さなければならないことがた
くさんあります。
　その中の一つに、性別による役割分担の見
直しがあります。「男性だから」「女性だから」
を理由に役割を分けることで、地域で担いき

　近年、地域社会における人間関係の希薄化
や単身・高齢者世帯の増加などにより、家族
のあり方が変化しているといわれています。
一世帯当たりの人数が減り、子育てや介護な
ど今まで家庭で担えていたことに、地域の支
えを必要とするようになってきました。
　また、昨年発生した東日本大震災の後は、
地域での支え合いがとても重要であるといわ

れない課題が出てくると予想されます。逆に、
性別ではなく、それぞれの個性と能力を持ち
寄って協力し合うことで、解決できることも
たくさんあります。一人ひとりの意見を尊重
し、性別に関係なく地域づくりに関わってい
けることが、ゆるやかに支え合える、暮らし
やすい地域の実現につながるのではないでし
ょうか。 （本市民生活課）

ゆるやかに支え合う暮らしやすい地域に

よりよい地域作りを目指して開催している市長と市民の懇談会
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赤城南中学校で「立志式」
２年生62人が自身の将来に向けた決意の言葉を発表

　２月９日に赤城南中学校で開催

された「立志式」。２年生62人が、

全校生徒や地域の人たちが見守る

中、自身の将来に向けた決意の言

葉を、一人ひとり発表しました。

内容は「サッカー選手になるため

にしっかり練習する」など十人十

色。また、式終了後には同校の卒

業生で、上毛新聞社社長の渡辺幸

男さんの記念講演が行われました。

大きな声で発表する生徒たち、講師の渡辺さん（右上）

「何を作ろうか」陶芸を
楽しむ参加者（右）　隙

す き

間を作らないように（左
上）　甘いイチゴにこぼ
れる笑顔（左下）

　市観光協会主催の「湯ったり巡るしぶかわ彩
さ い

発見モニターバスツ
アー」。２月３日には、ロウバイ＆イチゴと陶芸体験コースが開催され、
43人の参加者が陶芸やイチゴ狩りを楽しみました。陶芸体験では、
お皿など思い思いの作品作りに挑戦。「底をもう少し厚く」と講師に
アドバイスを受けながら、思い出の品を完成させました。

本市の魅力を再発見「しぶかわ彩発見モニターバスツアー」
陶芸やイチゴ狩りなど早春を感じるコースを43人が楽しむ
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こもち幼稚園で恒例の「茶道教室」を開催
背筋を“ピーン”茶道を通じておもてなしの心とマナーを学ぶ

　こもち幼稚園では、日本の伝統

文化にふれ、礼儀作法を身に付け

てもらおうと、２月７日「茶道教

室」を開催しました。この日、教

室に参加した園児54人は、地元の

茶道講師の指導の下、和菓子や抹

茶のもてなし方、茶器の扱い方な

どを体験。抹茶の味に「苦い」

「おいしい」とさまざまな表情を

浮かべていました。

行儀良く正座していただいた抹茶の味に思わず顔を見合わせます

献立を見ながら調味料
を計量（右）　切った具
を順序よく鍋に移す参
加者（左上）　完成した
すいとん（左下）

　２月６日、中央公民館で行われたすいとんづくり教室。男性12人
が参加して、すいとんと豚の生姜焼き、ホウレンソウの和え物の３品
を作りました。普段、あまり料理をしない人も、少しぎこちない手つ
きで積極的に調理に参加。「この大きさでいいかな」「少し甘いか」と
相談しながら、野菜たっぷりの男の手料理を完成させました。

中央公民館の「あったか～いすいとんを作ろう」
男性12人がつくる手軽でおいしい具だくさん“すいとん”
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募　

集

募　

集

平
成
24
年
度
資
源
ご
み

集
団
回
収
団
体
の
登
録

本
環
境
課 

☎
㉒
２
１
１
４金井南町子供会育成会の廃品回収の様子

　

市
で
は
、
資
源
ご
み（
新
聞
紙
、

段
ボ
ー
ル
、
金
属
類
な
ど
）の
集

団
回
収
を
行
う
地
域
の
団
体
に
、

回
収
し
た
資
源
ご
み
１
㌔
㌘
当
た

り
10
円
の
報
奨
金
を
交
付
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効
活

用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
登
録
を
希
望
す

る
団
体
は
、届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法　

渋
川
リ
サ
イ
ク
ル
資

源
組
合
に
加
盟
す
る
資
源
ご
み
回

収
業
者
の
う
ち
、
１
業
者
の
同
意

を
得
て
、「
資
源
ご
み
回
収
団
体
登

録
届
出
書
」（
環
境
課
お
よ
び
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
）を
環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
へ

届
出
期
限　

３
月
23
日
㈮

図
書
館

図
書
館

市
立
図
書
館
の

催
し
物
案
内　

市
立
図
書
館 

☎
㉒
０
６
４
４

　

い
ず
れ
も
会
場
は
市
立
図
書
館
、

参
加
料
は
無
料
で
す
。

〈
子
ど
も
映
画
会
〉

と
き　

３
月
10
日
㈯
午
後
２
時

内
容　
「
ひ
な
ま
つ
り
」「
い
じ
わ

る
狐
ラ
ン
ボ
ー
」「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ（
も
っ
た
い
な
い
）」

〈
萌
え
の
子
お
は
な
し
会
〉

と
き　

３
月
17
日
㈯
午
後
２
時

内
容　

▽
絵
本
＝
「
か
ぜ
の
で
ん

し
ゃ
に
の
っ
て
」「
こ
よ
み
と
も

だ
ち
」　

▽
紙
芝
居
＝
「
む
か
で

の
お
つ
か
い
」「
な
の
は
な
ば
た

け
の
こ
び
と
の
ぼ
う
や
」

〈
映
画
鑑
賞
会
〉

と
き　

３
月
18
日
㈰
午
後
２
時

内
容　
「
子
供
の
情
景
」

（
監
督
：
ハ
ナ
・
マ
フ
マ
ル
バ
フ
／

主
演
：
ニ
ク
バ
ク
ト
・
ノ
ル
ー
ズ

／

２
０
０
７
年
・
イ
ラ
ン
、
フ
ラ

ン
ス
映
画
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
・

名
変
手
続
き
は
お
早
め
に

本
税
務
課 

☎
㉒
２
１
１
３

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
に
登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自

動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

毎
年
「
使
用
し
て
い
な
い
の
に

課
税
さ
れ
た
」
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
が
多
数
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
廃
車
な
ど
の
手
続
き
を

し
て
い
な
い
人
は
、
３
月
30
日
㈮

ま
で
に
必
ず
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

種
別
の
問
い
合
わ
せ
・
届
け
出
先

▽
１
２
５
㏄ 
以
下
の
バ
イ
ク（
原
動

機
付
自
転
車
）お
よ
び
小
型
特
殊
自

動
車
＝
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

▽
１
２
５
㏄ 
を
超
え
る
バ
イ
ク（
軽

二
輪
・
二
輪
小
型
自
動
車
）＝
関
東

運
輸
局
群
馬
運
輸
支
局（
前
橋
市
上

泉
町
３
９
９

－

１
・
☎
０
５
０

－

５

５
４
０

－

２
０
２
１
）

▽
四
輪
の
軽
自
動
車
＝
軽
自
動
車

検
査
協
会
群
馬
事
務
所（
前
橋
市

野
中
町
３
２
２

－

１
・
☎
０
２
７

－

２
６
１

－

４
６
２
１
）

【
広
告
】

広告募集中

本紙の有料広告募集中
市内約3万1,000世帯に配布されます

規格・掲載料（１回）　▷A区画（縦4.9㎝×横
8.7㎝）＝１万5,000円　▷B区画（縦4.9㎝×横
17.7㎝）＝３万円
問い合わせ先　本広報情報課（☎㉒2320）
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

「
ふ
る
さ
と
通
信
し
ぶ
か
わ
」

の
読
者
を
募
集　
　
　
　

本
広
報
情
報
課　

☎
㉒
２
３
２
０

　
「
ふ
る
さ
と
通
信
し
ぶ
か
わ
」は
、

県
外
に
住
む
本
市
出
身
者
に
、
本

市
の
魅
力
や
懐
か
し
い
「
ふ
る
さ

と
」
の
情
報
を
無
料
で
お
届
け
す

る
冊
子
で
す
。
今
回
、
第
12
号
の

発
行
に
伴
い
、
新
規
読
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
は
「
今
こ
そ
知
り

た
い
！
渋
川
の
郷
土
芸
能
」
と
題

し
て
、
市
内
の
郷
土
芸
能（
獅
子

舞
や
太
々
神
楽
な
ど
）や
芸
能
を

次
世
代
に
伝
承
し
て
い
く
様
子
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
出
身
者
で
県
外
に
住
む
親

せ
き
や
友
人
な
ど
へ
送
付
を
希
望

す
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
見
本
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
市
役
所
本

庁
舎（
市
民
課
受
付
窓
口
）お
よ
び

各
総
合
支
所
に
配
置
し
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

送
付
先（
新
規
読
者
）

の
氏
名
、
住
所
、
郵
便
番
号
お
よ

び
出
身
地
区
名
、紹
介
者
の
氏
名
、

住
所
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
広
報
情
報
課（

㉔
６
５
４
１
）へ

※
前
号
が
送
付
さ
れ
て
い
る
読
者

は
、
改
め
て
申
し
込
む
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
住
所
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
広
報

情
報
課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

福　

祉

福　

祉

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

基
礎
課
程　
　
　
　
　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
０
０

と
き　

４
月
23
日
㈪
〜
12
月
17
日

㈪
の
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午（
８
月
13
日
㈪
と
祝
日
を
除
く

・
計
30
回
）

と
こ
ろ　

渋
川
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ　

対
象
者　
「
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
入
門
課
程
」を
修
了
し
た
後
に
、

手
話
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
の
学
習
経

験
が
２
年
以
上
あ
る
人
で
、
全
日

程
を
受
講
で
き
る
人

定
員　

20
人（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
選
考
）

参
加
料　

１
、４
７
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話

番
号
、
手
話
経
験（
手
話
講
習
会

・
手
話
サ
ー
ク
ル
年
数
な
ど
）、
返

信
面
に
宛
名
を
明
記
の
上
、
市
社

会
福
祉
協
議
会（
〒
３
７
７

－

０
０

０
８
・
渋
川
１
７
６
０

－

１
）へ
。

申
込
期
限　

４
月
６
日
㈮

　市では、市町村合併５周年を記念して、
「グラフ渋川第２号」を発行しました。
　今回は、特集「わがまち自慢」で、観
光大使の生方ななえさんや各地区の観光
ガイドの皆さんなどが、市内の自慢でき
るスポットを紹介しています。そのほか、
市の５年間の歩みや市長と高校生との対

談など盛りだくさんの内容です。
　このグラフ誌を各戸に回覧した後、次
のとおり希望者に配布します。
配布開始日　３月８日（木）
配布場所　本庁舎案内窓口、本広報情報
課、各総合支所総務課、中央公民館
問い合わせ先　広報情報課（☎㉒2320）

　市では、40歳以上の市民の人
が自らの介護予防に意欲的に取
り組む、活動的な85歳を目指し、
「元気ポイントカード事業」を行
っています。介護予防に関する各
種講演会や教室などの元気ポイ
ント対象事業に参加すると、参加
１回につき１～２ポイント差し
上げ、３ポイント集めた人には、
市有日帰り温泉施設無料入浴券
１枚と交換しています。
　今年度、元気ポイントと交換し
た無料入浴券の使用期限は、３
月31日（土）です。交換した入浴
券をまだ持っている人は、期限内
に利用してください。

元気ポイントを集めて交換した

無料入浴券の利用は
までに３３月月3131日日

本高齢福祉課 ☎㉒2116

グ ラ フ 渋川を発行しました・全戸に回覧後希望者に差し上げます
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本＝本庁舎  二＝第二庁舎  ☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

訪
問
介
護
員（
２
級
課
程
）

養
成
研
修
受
講
生　
　
　

本
高
齢
福
祉
課　

☎
㉒
２
１
１
６

と
き　

５
月
14
日
㈪
〜
７
月
20
日

㈮と
こ
ろ　

社
会
福
祉
法
人
恵
の
園

対
象
者　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
従
事
を
希
望
す
る
人

定
員　

20
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　

５
万
円（
テ
キ
ス
ト
代

・
実
習
費
な
ど
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

往
復
は

が
き
に
受
講
希
望
者
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
、受
講
理
由
を
明
記
し
、

社
会
福
祉
法
人
恵
の
園
「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
係
」（
〒
３
７
７

－

８

５
６
７
・
渋
川
４
４
１
８
・
☎
㉒

１
７
３
０
）へ

申
込
期
間　

３
月
５
日
㈪
〜
４
月

６
日
㈮（
必
着
）

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

３
月
25
日
㈰

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放（
市
民
の
み
）

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き　

３
月
８
日
㈭
午
後
１
時
30

分と
こ
ろ　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん（
渋
川
／

御

蔭
）

〈
４
月
の
休
館
日
〉

２
日
㈪
、
９
日
㈪
、
16
日
㈪
、
23

日
㈪ス

ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」教
室
紹
介　

二
体
育
課　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

　

い
ず
れ
の
教
室
も
申
込
・
問
い

合
わ
せ
は
、
渋
川
い
き
い
き
健
康

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
小
松
真
弓
さ
ん

（
☎
㉔
０
１
２
０
）へ
。

「
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」

と
き　

３
月
９
日
㈮
、
16
日
㈮
午

前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
い
き
い
き
健
康
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス（
渋
川
／

辰

巳
町
）

内
容　

体
幹（
腹
筋
・
背
筋
）ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
お
腹
周
り
を
引
き
締

め
、
太
り
に
く
い
体
づ
く
り
を
し

ま
す

対
象
者　

市
内
の
成
人

定
員　

８
人（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
も
の　

室
内
用
運
動
靴

「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
巡
回
指
導

ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

〈
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
体
験
教
室
〉

と
き　

３
月
10
日
㈯
、
17
日
㈯
、

24
日
㈯
、31
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

コ
マ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
ロ
ー
ラ
ー
リ
ン
ク（
石
原
）

内
容　

世
界
選
手
権
出
場
選
手
な

ど
が
指
導
し
ま
す

対
象
者　

市
内
の
小
学
生
〜
成
人

定
員　

10
人（
先
着
順
）

参
加
料　

３
、０
０
０
円（
保
険
料

な
ど
）

そ
の
他　

用
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。

申
し
込
み
時
に
靴
の
サ
イ
ズ
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い

〈
レ
ス
リ
ン
グ
体
験
教
室
〉

と
き　

３
月
５
日
㈪
、
12
日
㈪
、

19
日
㈪
、
26
日
㈪
午
後
７
時
〜
９

時と
こ
ろ　

渋
川
中
学
校
武
道
館

内
容　

国
体
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
初

心
者
に
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す

対
象
者　

市
内
の
小
学
生
〜
成
人

定
員　

６
人（
先
着
順
）

参
加
料　

３
、０
０
０
円（
保
険
料

な
ど
）

持
参
す
る
も
の　

運
動
の
で
き
る

服
装

〈
サ
ッ
カ
ー
体
験
教
室
〉

と
き　

３
月
９
日
㈮
、
16
日
㈮
、

23
日
㈮
、
30
日
㈮
午
後
７
時
〜
９

時と
こ
ろ　

渋
川
北
中
学
校
校
庭

内
容　

元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
指
導
し

ま
す

対
象
者　

市
内
の
小
学
生
〜
成
人

定
員　

10
人（
先
着
順
）

参
加
料　

３
、
０
０
０
円（
保
険

料
な
ど
）

持
参
す
る
も
の　

運
動
の
で
き
る

服
装市

民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

二
体
育
課　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

　

３
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の

日（
毎
月
第
２
日
曜
日
）は
、
子
持

社
会
体
育
館（
ア
リ
ー
ナ
、ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
）を
無
料
開
放
し
ま
す
。

と
き　

３
月
11
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

※
当
日
は
、
体
育
指
導
委
員
２
人

が
、
利
用
者
の
要
望
に
よ
り
指
導

や
助
言
を
行
い
ま
す
。



掲示板 市以外のお知らせ

17

初
心
者

ダ
ン
ス
体
験
教
室

●
と
き　

４
月
７
日
㈯
か
ら
の
毎

週
土
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

30
分　

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

モ
ダ
ン
と
ラ
テ
ン　

●
講
師　

竹
田
秀
夫
さ
ん（
渋
川
／

御
蔭
）　

●
定
員　

30
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料（
入
会
す
る
場

合
は
会
費
月
額
２
、
０
０
０
円
）

●
申
込
方
法　

電
話
で
渋
川
社
交

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
諸
田
俵
一
さ
ん（
☎

０
９
０

－

８
５
９
３

－

０
０
７
６
）へ

車
の
各
種
手
続
き
は

３
月
30
日
ま
で
に

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車

の
所
有
者（
割
賦
販
売
の
場
合
は
使

用
者
）に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

自
動
車
所
有
者
の
住
所
や
氏
名

の
変
更
ま
た
は
売
買
、
譲
渡
な
ど

で
登
録
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と

き
は
、
確
実
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
手
続
き
を
販
売

業
者
な
ど
に
依
頼
し
た
と
き
は
、

手
続
き
が
済
ん
で
い
る
か
を
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
し
な
い
と
、
転
居
先

に
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
、
既

に
使
用
し
て
い
な
い
自
動
車
の
税

金
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
名
義
変
更
な
ど
の
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
３
月
30

日
㈮
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

▽
自
動
車
税

に
つ
い
て
＝
自
動
車
税
事
務
所（
☎

０
２
７

－

２
６
３

－
４
３
４
３
）、
中

部
県
税
事
務
所（
☎
０
２
７

－

２
３

４

－

１
８
０
０
）、
渋
川
行
政
県
税

事
務
所（
☎
㉒
４
０
５
０
）　

▽
登

録
に
つ
い
て
＝
関
東
運
輸
局
群
馬

運
輸
支
局（
☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
２
１
）

渋
川
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

サ
ー
ク
ル
初
級
受
講
生

●
と
き　

４
月
17
日
㈫
か
ら
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
15
分

●
と
こ
ろ　

渋
川
南
小
学
校

●
内
容　

童
謡
、懐
メ
ロ
、シ
ャ
ン
ソ

ン
な
ど
の
演
奏
を
基
礎
か
ら
学
び
ま

す（
12
月
に
修
了
演
奏
会
を
予
定
）

●
対
象
者　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や

楽
譜
に
初
め
て
ふ
れ
る
人　

●
参

加
料　

無
料（
た
だ
し
、登
録
料
３
、

０
０
０
円
が
掛
か
り
ま
す
）　

●
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先　

渋
川
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
サ
ー
ク
ル
事
務
局
永

井
孝
和
さ
ん
宅（
☎
㉕
０
１
４
４
）

平
成
24
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

高
等
学
校
普
通
科
入
学
生

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の

高
等
学
校
普
通
科
新
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
限　

４
月
20
日
㈮　

●
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

高
等
学
校（
☎
０
４
２

－

５
７
３

－

８
１
１
１
）

１
・
２
級
建
設
機
械

施
工
技
術
検
定
試
験

●
学
科
試
験
日　

６
月
17
日
㈰　

●
対
象
者　

建
設
機
械
操
作
施
工

に
相
当
期
間
従
事
し
て
い
る
人
な

ど　

●
受
験
料　

１
万
１
０
０
円

（
級
・
種
別
ご
と
）　

●
申
込
期
間

３
月
９
日
㈮
〜
４
月
６
日
㈮

　

詳
し
く
は
、
日
本
建
設
機
械
化

協
会
試
験
部（
☎
０
３

－

３
４
３

３

－

１
５
７
５
）へ
。

求
職
者
支
援
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
「
求
職
者
支
援
制
度
」
は
、
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者

が
、
職
業
訓
練
を
通
じ
て
早
期
就

職
を
目
指
す
制
度
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
医
療
事
務
、簿
記
、

介
護
な
ど
の
求
職
者
支
援
訓
練
が

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負

担
）で
受
講
で
き
、
訓
練
期
間
中
や

訓
練
終
了
後
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

が
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

所
得
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

人
に
は
、
訓
練
期
間
中
、
受
講
給

付
金
や
通
所
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
渋

川（
☎
㉒
２
６
３
６
）へ
。

渋
川
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
も

う
す
ぐ
１
年
が
経
ち
ま
す
。
今
後

も
地
震
な
ど
の
発
生
は
予
測
で
き

ま
せ
ん
。
自
宅
や
勤
務
先
周
辺
の

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し

た
り
、
緊
急
時
の
家
族
間
の
連
絡

方
法
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い

を
す
る
な
ど
、
災
害
の
発
生
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
発
生
時
の
対
応

▽
火
の
始
末
を
確
認　

▽
徒
歩
で

避
難
す
る　

▽
自
動
車
は
安
全
な

場
所
に
停
め
て
エ
ン
ジ
ン
を
切
る

▽
警
察
や
防
災
関
係
機
関
な
ど
の

指
示
に
従
っ
て
行
動
す
る　

▽
け

が
人
を
見
つ
け
た
ら
近
く
の
人
と

協
力
し
て
応
急
救
護
を
行
う

　

詳
し
く
は
、
渋
川
警
察
署（
☎

㉓
０
１
１
０
）へ
。
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HEALTH INFORMATION

子
宮
け
い
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
期
間
延
長
に
つ
い
て

中
学
１
年
生
〜
３
年
生
の
女
子
は

平
成
24
年
度
も
事
業
の
対
象
に

に
１
回
以
上
受
け
て
い
れ
ば
、
24
年

度
も
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。
今
年

度
未
接
種
で
、
今
後
接
種
を
希
望
す

る
高
校
１
年
生
相
当
の
女
子
は
、
３

月
末
ま
で
に
必
ず
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
者
に
郵
送
し
て
あ
る

予
診
票
の
有
効
期
限
は
、
３
月
31
日

㈯
で
す
。
４
月
以
降
に
接
種
を
受
け

る
場
合
は
、
新
し
い
予
診
票
と
交
換

し
ま
す
の
で
、
未
使
用
の
予
診
票
と

接
種
済
証
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

し
て
、
二
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉕
１
３
２
１
）へ
。

　

今
年
度
の
子
宮
け
い
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

不
足
に
よ
り
、
接
種
で
き
な
い
期
間

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
国
に
よ
る
同
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
事
業
は
、
平
成
24
年
度
も
継
続

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
現
在
、
中
学
１
年
生

〜
３
年
生（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜

11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）の
女
子
は
、

24
年
度
も
引
き
続
き
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
高
校
１
年
生
相
当

（
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）の
女
子
は
、
本
事
業

に
よ
る
接
種
を
、
３
月
31
日
㈯
ま
で

　２歳未満（受付時点）の子ども　２歳未満（受付時点）の子ども
さんの写真を募集します（掲載さんの写真を募集します（掲載
は１人１回のみ）。子どもさんのは１人１回のみ）。子どもさんの
氏名（ふりがな）、性別、住所、氏名（ふりがな）、性別、住所、
生年月日、保護者の住所、氏名、生年月日、保護者の住所、氏名、
電話番号を明記し、子どもさん電話番号を明記し、子どもさん
の写真を添えて、広報情報課（〒の写真を添えて、広報情報課（〒
377-8501・石原80）へ。377-8501・石原80）へ。
※このコーナーは市ホームペー※このコーナーは市ホームペー
ジには掲載しません。ジには掲載しません。

笑
顔元気

笑
顔元気笑顔元気

♠紹介します♥

３月は自殺対策強化月間です／まずは相談を
　本県では、毎年500人前後
の人が自ら命を絶っています。
自殺の原因や背景はさまざま
ですが、自殺で亡くなった人の
多くが、うつ病などの心の病
気を抱えていたことが分かっ
ています。
　心が疲れると誰でも心の病
気になる可能性があります。ま
た、心の病気は、やる気や頑張
りでは解決できず、かえって症
状が悪化することもあります。
疲れているのに、２週間以上
眠れない日が続いている。そ
れは「うつ」の始まりかもしれ
ません。

　しかし、心の病気になって
も、早期に適切な治療を受け
ることで、多くの人が回復して
います。早めに医療機関（かか
りつけ医や心療内科、精神科
など）や相談機関に相談しまし
ょう。
〈相談窓口〉
・こころの健康相談統一ダイ
　ヤル（☎0570-064-556）
・渋川保健センター
　（☎㉕1321）
・渋川保健福祉事務所
　（☎㉒4166）
・県こころの健康センター
　（☎027-263-1156）

写真募集中
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健康インフォメーション

健康の道しるべ

渋
川
地
区
医
師
会

皮
膚
科
医
師

「
冬
の
か
ゆ
み
」に
つ
い
て

渋川総合病院

☎22ｰ4111
診療受付時間のご案内／
健康診断　月～金曜日　午前８時30分～１１時30分（予約制）

●
冬
の
か
ゆ
み

　

い
ま
だ
寒
い
時
季
が
続
い
て
い
て
、

す
ね
や
腰
の
辺
り
な
ど
の
か
ゆ
み
に
悩

ま
さ
れ
る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
寒

い
季
節
の
か
ゆ
み
の
多
く
は
、
肌
の
乾

燥
が
原
因
で
す
。
皮
膚
の
乾
燥
は
、
か

ゆ
み
を
助
長
さ
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

●
乾
燥
の
原
因

　

一
般
に
お
年
寄
り
は
、
皮
膚
の
保
湿

機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
空

気
の
乾
燥
が
加
わ
り
、
肌
が
乾
燥
す
る

の
で
す
。
お
年
寄
り
が
冬
に
乾
燥
肌
に

な
り
や
す
い
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

●
か
ゆ
み
の
対
策

　

か
ゆ
い
か
ら
と
い
っ
て
、
皮
膚
を
か

き
続
け
る
と
、
一
層
か
ゆ
み
が
強
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
か
か
な
い
た
め
の

対
策
に
つ
い
て
理
解
し
、
か
ゆ
み
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
温
度　

入
浴
後
に
か
ゆ
み
が
ひ
ど
く

な
る
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
お
湯
の
温
度
を
42
度
以
上
に
す

る
と
、
刺
激
性
が
強
く
な
り
、
か
ゆ
み

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
温
度
差

が
大
き
く
な
る
と
か
ゆ
み
が
発
生
し
や

す
く
な
る
の
で
、
入
浴
前
後
で
の
温
度

差
を
大
き
く
し
な
い
工
夫
が
必
要
で
す
。

具
体
的
に
は
「
体
が
冷
え
切
っ
た
状
態

で
、
す
ぐ
に
熱
い
湯
に
入
る
こ
と
を
避

け
る
」「
入
浴
前
に
浴
室
も
温
め
て
お
く
」

と
い
っ
た
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
皮
膚
の
洗
浄　

毎
日
の
入
浴
、
皮
膚

を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
せ

っ
け
ん
な
ど
を
使
う
場
合
に
は
、
し
っ

か
り
と
泡
立
て
て
使
い
、
最
後
は
十
分

に
す
す
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ナ
イ
ロ

ン
タ
オ
ル
な
ど
で
ご
し
ご
し
洗
う
こ
と

は
、
皮
膚
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。

③
保
湿
剤
の
使
用　

皮
膚
を
清
潔
に
保

つ
た
め
に
は
、
せ
っ
け
ん
な
ど
で
き
ち

ん
と
洗
い
流
す
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
皮
膚
に
潤
い
を
与
え
て
い

る
皮
脂
成
分
な
ど
も
洗
い
流
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
皮
脂
成
分
を
失
う
と
乾
燥

し
た
肌
に
な
り
や
す
い
の
で
、
入
浴
後

に
保
湿
剤
に
よ
る
ス
キ
ン
ケ
ア
を
す
る

こ
と
が
有
効
で
す
。
保
湿
剤
を
使
用
す

る
際
に
は
、
皮
膚
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
が
く
っ
つ
く
く
ら
い
、
た
っ
ぷ
り
塗

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

④
湿
度　

室
内
の
適
切
な
湿
度
は
、
50

〜
60
㌫
程
度
で
す
。湿
度
が
低
い
と
き
は
、

加
湿
器
な
ど
を
利
用
し
て
、
乾
燥
し
す

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
か
ゆ
み
が
ひ
ど
い
と
き
は

　

か
ゆ
み
が
ひ
ど
い
場
合
や
、
か
き
す

ぎ
で
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
は
、
薬
に

よ
る
治
療
が
必
要
で
す
。
そ
の
場
合
は
、

皮
膚
科
専
門
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。



R e l a x a t i o n  S q u a r e
や す ら ぎ の 広 場

フォト
しぶかわ

　ヒメギフチョウはアゲハチョウの仲間で、羽全体に黄色と黒のし
ま模様があります。また、後羽には朱色の帯があり、その愛らしい
姿から「春の女神」「赤城姫」と呼ばれています。ほかにも、体毛
の多いことや氷河期時代の近緑種の化石が発見されていることから
「生きた化石」とも呼ばれ、広く人々に愛されています。関東地方では、
本市のモロコシ山、ヤハズ山だけに生息している貴重なチョウです。
近年ではその数が減少し、現在、準絶滅危惧種に選定されています。
昭和61年、県の天然記念物に指定されました。

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　ひばり保育園で２月３日に豆まきが行われました。「わがま
ま鬼」や「けんか鬼」など、自分の中の鬼を追い出そうとしていた時、
園庭に４匹の鬼が登場。鬼から逃げながら、勇気を出して鬼に豆を投げ
つける子どもたち。最後は鬼と仲直りして、一緒に写真を撮りました。

うぶごえ（１月生まれ)
男の子　18人
女の子　21人

　　　広報しぶかわ 発行／渋川市
〒377-8501　群馬県渋川市石原80　TEL 22-2111　FAX 24-6541
平成24年３月１日発行　通巻145号　印刷／朝日印刷工業株式会社
市ホームページアドレス　http://www.city.shibukawa.gunma.jp/

郷土の魅力をひとめくり

未来まで　はばたきつづけ　ヒメギフチョウ

渋川かるた vol.23

【かわづ桜の丘白井】
撮影場所：白井地内
撮影日：平成23年４月６日
撮影者：大畠繁さん(赤城町長井小川田)
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